
開設して4年が経過するところで、１階に小規模多機能型居宅介護、２階が２ユニットのグループホームとなっている。社
長の熱い思いの経営理念のもと、利用者一人ひとりを大切にし、苦しみも涙も喜びもすべて受け止め、「ここにいていい
のよ」という温かい関わりと、職員自身も利用者の笑顔と共に過ごす姿がある。職員の人材育成にも力を入れており、知
識技術だけでなく、介護を担う者として考え・まとめ・発信していく力を育成している。そのことが意見や提言となり、ホー
ムのサービスの向上や地域に元気をもたらす力強さになっている。こころと心をつなぐ具体的なことの一つとして、“きら
めきキッズ”の存在がある。子どもたちが毎日訪問してきて利用者と関ったり、床拭きボランティアをしたりしている。友達
を連れてきて、その人数が増えてきている。この子どもたちは介護の未来を希望あるものにしている。事業所名にあるよ
うに、常に関わる人たちがみんな“きらめいている”ような事業所である。

http://www.kaigokensaku.jp/40/index.php



当ホームをはじめ、地域も元気にしたいという思いで地

域との交流を実践している。家族のボランティア、更に
子どもたちが毎日訪問してきて利用者と関ったり、床拭

きボランティアをしている。友達が友達を呼び、人数が
増えてきている。新計画として、地域交流室で地域の人

達の手作り物朝市の開催予定がある。

自治会長、町内会長、民生委員、地域包括支援セン

ター、利用者、その家族等が参加して２ヶ月に１回開催
している。毎回テーマを決めて取り組んでいる。次年度

に向けてはアンケートを取って既に1年間のテーマを設
定しており、地域の人たちの認知症の理解と協力、ホー

ムのサービス向上に向けて前向きである。





生活の中で入居者様から沢山の事を学びお互いに支え
合っている関係。本人の出来ることを日々気づき協力し

て頂いている。感謝の気持ちを伝え出来た事は喜びを

共に感じ自信を持てるように支援している。喜び、悲し
み、怒りを共に分かち合いながら、信頼関係を築いてい

けるよう努めている。



本人との会話の中で生活歴やライフスタイルなどを聞
き、家族や兄弟とも話し合い、利用者の思いを生活の中

で活かせるように工夫している。また、日々の援助の中

で得た情報は、センター方式の中に記入し、ユニット会
議などで共有している。困難な場合は、日々の生活の

中でしぐさや表情からくみ取っている。

特に変わりのない方は３ヶ月に一度カンファレンスを行
い計画に反映している。

ユニット毎の事前ミーティングと全体ミーティングで介護
職員がカンファレンスの際細かく意見を出す仕組み作り

をしている。ユニット内MT→全体ミーティング→ケアプラ

ン作成とチームで計画を作っている。



ホームの協力医がかかりつけ医になっている方は２週

間に１回往診があり、入居する前からのかかりつけ医を

継続する方は家族と一緒に受診している。歯科受診も、
月１回往診があるが、以前通っていた歯科に往診を依

頼するなど利用者に安心してもらうように配慮している。
受診結果は、お互いに連絡しあっている。

契約時に「看取り」について話し合い、１年に１回再確認
している。家族がホームでの看取りを希望された時は意

向確認として「看取り指針」を取り交わし、元気なうちに

できることを一番に考え支援している。看取り時には医
師や訪問看護師と連携をとり、揺れ動く家族の気持ちも

大切に関わっている。職員のメンタルケアは運営会議で
研修を行っている。



ユニット会議や運営会議のときに、利用者の声かけとし

て指示形ではなく、「～しませんか？」と、疑問形での声
かけを心がけるなど、言葉かけの大切さを提案してい

る。行事参加や外出なども本人の気持ちを尊重するが、
気分転換をしてもらうための方法として参加につなげる

工夫もできている。

日当たりがよく明るいホールでゆっくり時間をかけて食

事をしている。朝食は冷蔵庫の中にあるものを使って、
利用者に味付けや料理方法を聞きながら一緒に作るな

ど、日常的に家事をしてもらっている。庭に野菜を植え

たり、期間限定で刺身を出し季節感を味わうなど、楽し
い食事の時間になっている。



各ユニットに３ヶ所トイレがあり「厠・トイレ」と張り紙をし

て利用者にわかりやすい表示にしている。職員は、利用

者にとって排泄は自立したいものであるということを理
解している。耳元で声かけをし、その方に合った誘導の

仕方を職員同士で共有して不快な思いをしないに様に
気をつけながら援助している。



近くのスーパーへ、個別に出かけていったり、公園など
に気分転換を兼ねて外出し、近所の方とも顔なじみに

なって会話がはずんだりしている。手紙を書き、近くの丸

型ポストに出しに行ったり、弁当を持ってテーマパーク
に行くなど外出を楽しんでもらっている。


